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■研究論文

１．背景

　内湖とは，滋賀県琵琶湖の周辺に存在する湖沼の総称である 1）。

1940年時点では琵琶湖湖岸に大小 40以上の内湖が点在してい

たとされ，昭和初期頃まで複数地域において住民によるヨシ刈り，

エリ漁，泥藻取りなど多様な資源利用が見られた 2）3）。このよう

に内湖が生業・生活の場として利用されることで，人為的撹乱に

よる遷移の抑制が生じ ,内湖周辺の環境および景観は「水辺の二

次的自然」として維持されてきた 4）。しかし，戦時中の大規模な

農地干拓により内湖の総面積は1940年と比べて7分の1に減少

し，残存内湖の7割以上は10ha以下の小さな面積となっている1）。

また，近年では内湖と人のつながりは希薄化し，人の手が入るこ

とで維持されていた内湖の環境は大きく変化してきた 5）。

　こうした琵琶湖周辺の内湖環境の減少・衰退によって，琵琶湖

の生態系への影響が懸念されている 6）7）。これは内湖が琵琶湖と

水系で繋がり，琵琶湖流域の豊かな生物相を有した重要な湿地生

態系であるためである。実際，内湖の総面積は琵琶湖全体のほん

の 0.6%にしか満たないにも関わらず，琵琶湖周辺に分布するヨ

シ群落の約 60%が内湖に集中しており，その湿地帯には琵琶湖

固有種を含む多くの希少種が分布する 1）。また，琵琶湖の渇水時

にも内湖では一定の水位が保たれるため，水生生物の避難場所（レ

フュージア）にもなり得る。このように，琵琶湖水系の生態系保

全を広く考える上でも，内湖の自然再生および保全は欠かすこと

のできない視点とされてきた。

　琵琶湖周辺内湖に関する先行研究は，自然科学から社会科学の

観点まで幅広い分野において蓄積されてきた。自然科学の観点で

は，希少種や在来種にとっての内湖生態系の重要性を示した研

究 6）8）や，重要な景観要素であるヨシ群落の植生管理に関する研

究 9）がある。他方，社会科学の側面からは，内湖保全をめぐる

各地域の課題として，地域の高齢化や産業衰退に伴い持続的な管

理が困難になっていることや内湖と地域の繋がりが希薄化しつつ

あることが指摘されてきた 10）11）12）。干拓によって消えた消失内
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湖の研究 2）3）では，かつての内湖と人々の生活の強い結びつきを

掘り起こし，近年内湖の機能・価値が見失われてきていると論じ

ている。こうした研究例から，内湖保全が生態学的にも，歴史・

文化的にも重要であることが示されてきた。

　さらに，内湖周辺における住民意識の研究としては，長浜市早

崎内湖（消失内湖の再生事業地）および高島市松の木内湖で内湖

管理に対する住民の主体性に影響を与える要因を検討した研究
11）や，近江八幡市西の湖の将来シナリオに対する意見の差と回

答者の職業とシナリオ評価の関連性を示した研究 13），早崎内湖

周辺住民の琵琶湖に対する価値認識が内湖の利用意欲に与える影

響を明らかにした研究 14）などが挙げられる。これらの研究によ

り，内湖への意識に影響を与える要因についての検証が行われて

きた一方で，内湖に関連するステークホルダー間の合意形成に向

けた価値認識の把握を目的とした研究は未だ不足している。

　価値認識の把握の重要性について今井ら 15）は，農民と非農民

の重層的な価値認識を分析した結果から，価値認識の差異を各ス

テークホルダーが互いに把握した上で意見交換を行うことが保全

活動の活性化につながると論じた。また高橋ら 13）は，地域社会が

ある自然環境をコモンズあるいは自然資本として共有している時，

地域の自立的な自然再生を可能にするためには多様な生活様式・

環境観をもつ地域住民の意識を捉え，それを反映した合意形成が

重要であると示した。すなわち，地域の自然資本に対する住民意

識や価値認識が把握されないままでは，持続的かつ自立的な保全

につながらず，地域の貴重な資源が失われていく可能性が高い。

　さらに，二次的自然として残されてきた内湖を保全していくた

めには，地域住民を中心とした多様なステークホルダーによる持

続的な管理利用が必要となる。地域での自立的な保全を進めるた

めには，地域住民含むステークホルダーが時間や金銭等のコスト

をかけるに値する自然資源の価値の再認識を行うとともに，その

価値認識を共有する必要がある 5）8）13）。滋賀県の「内湖再生全体

ビジョン」5）においても，同様の指摘に加えて，各内湖の地域特
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性や課題を考慮する必要性が強調されている。これらの前提から，

本研究では，地域特性の１つであるステークホルダーを把握し，

それらを構成する地域住民内で内湖の価値認識の差異がどのよう

に生じているかという点に着目する。

　本研究の対象とした近江舞子内湖を含む周辺地区は，1950年

（昭和 25年）に指定された琵琶湖国定公園内の集団施設地区で

ある 16）。もう一方の集団施設地区である近江八幡市地区（西の

湖を含む）では，文化財保護法に基づく重要文化的景観の指定が

なされ 10），景観の保全や植生管理に関する研究成果 9）10）12 も蓄

積されてきた。しかし近江舞子地区では，内湖の生息種 8）や歴

史的な土地利用 17）18）に関する研究はあるものの，国定公園とし

ての利用計画は策定されておらず管理上の課題も山積しているた

め 16）18），内湖の在り方について議論を進める必要がある。

　また本内湖では，市民団体による内湖周辺の保全活動が行われ

ているが，構成メンバーの高齢化が進み維持管理に関わる人が限

られてきている。一方で，地域には転入者も増えてきているが，

こうした市民団体や従来の自治会の体制に加わることが少ない現

状にある。また，周辺では民間企業による開発事業も始まる中，

現在の内湖には新旧様々なステークホルダーが存在しているが，

それぞれが関わりを持っておらず情報共有の機会も少ない。こう

した本内湖の背景を鑑みると，今後の保全に向けては，ステーク

ホルダー間のゆるやかな連携を構築するためのプラットフォーム

が必要と考えられる。そうした連携を成立させるためには，まず

ステークホルダーの実態を把握し，現時点における地域内の内湖

に対する価値認識を明確にしておく必要がある。

　そこで本研究では，近江舞子内湖が位置する大津市南小松地区

を対象に，聞き取り調査およびアンケート調査の実施により，内

湖に関連するステークホルダーの実態を把握するとともに，その

中心となる地域住民の内湖に対する意識及び価値認識を明らかに

することを目的とした。アンケート調査では，住民が現在の内湖

をどのように理解し，利用し，価値を見出しているか等の目線で

設問を設計した。本研究は，ステークホルダー間の連携を構築す

る上で何が必要か，そして住民の価値認識の把握とその共有が連

携体制の構築にもたらす利益とは何かを考察する事例の蓄積とし

て，内湖の保全活動に向けた合意形成の指針としての重要な知見

になり得る。

２．方法

（１）調査対象地

　本研究の調査対象地は，近江舞子内湖が位置する滋賀県大津市

南小松地区とした（図－１左上）。東を琵琶湖，西を比良山系に

挟まれた本地区では，急峻な山地から琵琶湖にかけてのわずか 5 
kmと短い距離に陸域−水域間のエコトーン（移行帯）が形成さ

れる特徴的な地形が見られる。琵琶湖に面した雄松崎（近江舞子

浜）は，白砂青松で知られる名勝地であり，県内外から多くの水

泳客が訪れる。2022年 3月 31日時点で，南小松地区の人口は

1,813人で，その内男性 868人（47.9%），女性 945人（52.1 %），

世帯数は 836である 19）。江戸時代には約 145戸と一定であった

戸数は戦後に増加し，2005年にはおよそ 600世帯，人口 1,600
人近くに達した後，現在に至るまでの増加傾向が見られる 19）20）。

現在の地区内には家族向けあるいは別荘地向けの団地開発も進

み，転入者も多く居住している。

　本地区には，比良山麓地域唯一の内湖である面積約 7.8 haの

近江舞子内湖が残されている（図－ 1右）。比較的小さな内湖で

はあるが，その歴史は江戸期までさかのぼることができる。例え

ば過去の景観や利用形態では，安藤ら 17）により江戸初期の古絵

図に描かれた内湖が確認されており，周辺にはヨシが繁茂する氾

濫原湿地が広がっていたことや人々の暮らしの中に漁業の場や船

着き場としての内湖利用があったことが分かっている。さらに土

地所有形態では，成田・落合 18）によると，かつて集落の入会地

所有とされていた内湖は，明治期に入ると官有地指定ののち公有

化された。しかし住民と内湖の繋がりはすぐに途絶えることはな

く，屋根材としてのヨシ利用や藻草税の納付，区画漁場としての

借り入れを通して，自然資源の利用が行われていたという。

　このような変遷を経て，現在の内湖は国有地となり，管理管轄

は大津市となっている。内湖周辺には，民間企業の私有地や南小

松地区の共有地（入会地）などの複数の所有形態が混在してい

る 16）。内湖周辺の景観は，1950年の集団施設地区指定を境に，

公園等の整備によって現在の形へと変化した。内湖東岸はコンク

リート護岸となりヨシ群落は消失した一方，西側のヨシ群落は今

も残されており，市民団体によるヨシ刈り等の保全活動が行われ

ているほか，湿地帯にはノウルシ（図－１左下）などの希少種も

確認されている。北岸にはヤナギ林を中心とする湿地が広がり，

さらにその北側の企業私有地は，2021年春に開業したアウトド

アリゾート施設の事業地となっている。現在の内湖の利用形態は

主に，釣り等のレジャー利用や地元小学校の環境教育の場として

の利用が見られる。

（２）聞き取り調査

　近江舞子内湖の保全管理の実態と関連するステークホルダーを

把握するために，2020年 11月～ 2021年 11月にかけて，市民

団体「近江舞子内湖を愛する会」のヨシ刈り活動に計 7回参加し，

参加者への聞き取り調査を行った。対象者の年代は 10～ 70代

であった。さらに，過去の内湖と地域住民の関係性を把握するた

めに，2020年 11月～ 2022年 1月にかけて，地域住民を対象

に聞き取り調査を行った。聞き取り対象者は，南小松自治会役員

４名，南小松入会地管理会長，地域住民４名，内湖周辺の旅館業

者２名の合計11名とした。対象者の年代は60～90代であった。

（３）アンケート調査

１）概要

　近江舞子内湖が位置する大津市南小松地区内の 823 世帯

（2021年調査時）のうち，回覧板とポスティングにより配布を

行うことができた 548世帯を対象とした紙媒体式の匿名アン

ケート調査を行った。対象とした世帯は，南小松自治会への加入

世帯と非加入世帯とに二分され，それぞれに別の配布回収方法を

用いた。南小松自治会加入世帯へは，自治会協力のもと，回覧

板を用いた配布を 2021年 9月 10日に開始し，回収期限を同年

10月 24日とした。一方，南小松自治会非加入世帯へは，返信

用封筒を同封した調査票のポスティングを 2021年 10月 2・3
日に実施し，返送期限を同年 11月 15日と設定した。なお，以

図－1	 右　：近江舞子内湖（滋賀県大津市南小松地区）の概観図

	 左上：南小松地区の位置

	 左下：近江舞子内湖周辺に分布する希少種ノウルシ
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下で「自治会」としたのは南小松地区にある昔からの自治会のこ

とであり，近年開発された居住エリアの自治会は含めない。

　アンケート調査の質問項目は全 21問とした。構成は，社会的属

性，内湖への意識，その他自然資源，地域活動，地域全体に関す

る設問に分けられる。回答者の社会的属性に関しては，年齢，性別，

職業，居住年数，同居人数，世帯構成を把握した。その他自然資

源には居住近くの山，川，琵琶湖を設定した。また，一部設問は

自由記述による回答を求め，調査票の末ページには地域の自然環

境に関する全般的な意見を抽出する目的で自由記述欄を設けた。

　内湖への意識項目として，現状に対する認知度や訪問利用頻度，

参加意欲，そして価値認識など合計 9つを問うた。内湖の価値

認識の項目には，村上・平山 14）が改変した 2008年度の滋賀県

政世論調査の「琵琶湖の持つ 5つの価値」をもとに，南小松地

区の地域住民への聞き取りから推測される近江舞子内湖の現状に

沿うよう改変・選別した 4項目（表－ 1）を使用した。

２）分析方法

　回答者の属性の違いによる回答傾向の違いを分析するため，ア

ンケートの設問項目を目的変数と説明変数に分けそれぞれにカイ

二乗検定を行い，結果の意味を読み取った。また，カイ二乗検定

で有意な差が見られた組み合わせに対し下位検定としての残差分

析を行い，変数間に顕著な差が現れるかを調べた。ただしカイ二

乗検定が適さない場合は，Fisherの正確確率検定を行い検討し

た。係数や p値の右上の [**]や [*]は判定マークを表し，マー

クの意味は表右下に示した。統計解析ソフトは，JMP® Pro 
16.1.0を用いて行った。残差分析には，統計ソフト js-STAR 
XR version 1.1.8jを用いた。

　また，近江舞子内湖に対する地域住民の意識に影響を与える要

素を明らかにするために，回答者の社会的属性や地域に対する意

識などを説明変数に置き，内湖に対する意識を目的変数として，

それぞれにカイ二乗検定を行い，変数間の関係を検討した。さら

にカイ二乗検定が適さない場合や，内湖の 4つの価値（生態系，

景観，文化・教育，経済・産業）に対する意識と各説明変数間に

ついて，Fisherの正確確率検定を行った。検定により有意差が

認められた組み合わせは，ヒストグラムに立ち戻り，その傾向を

読み取った。なお，アンケート内での価値項目の評価は 5段階

評価（e.g.とても重要，重要，どちらともいえない，あまり重要

でない，重要でない）で行なったが，検定実施の際には 3段階（高・

低・どちらでもない）へ統合した。

３）回収結果の概要と回答者の属性

　集計の結果，全配布数 548部のうち，合計回収数は 226部，

回収率は 41.2％（自治会加入世帯 48.0％，非加入世帯 35.8％）

であった（表－ 2）。
　回答者の属性を表－ 3と図－ 2，3に示した。南小松の年齢別

人口比と回収結果を比較すると，若年層の回答が得られなかった

ことや 60-70代から多くの回答が集まったこと等の偏りが見ら

れるが，おおむね母集団に近い比率の回答が集まった。また全体

を見ると別地域からの転入者の回答が多く集まったことから，居

住歴の長さに関わらない地域への関心の高さが示された。

　自治会内外で比較を行うと，いくつかの項目に顕著な差が見ら

れた。例えば，先代以前から南小松地区に暮らす住民は，その大

部分が自治会に加入している一方で，別地域からの転入者の約３

分の２が自治会未加入に留まっている（図− 2）。年齢では比較的

若い世代（30代以下及び 40代）は，自治会外により多く居住

しており，その回答者計 33人のうち 28人が世帯構成を「子と

の同居」または「本人と親と子の同居（3世代同居）」と答えた

ことから，この年代の回答者は幼い子どもを持つ世帯と考えられ

る（図− 3）。
　なお平均年齢は，自治会内 63.9歳（N=118，SD=11.4），自

治会外 58.3歳（N=107，SD=15.3）（80代以上を 80歳として

計算）であり，自治会内がより年齢層が高く，年代の幅も狭かった。

図－2　回答者の居住歴

図－3　回答者の年齢別世帯構成

表－1　本調査で設定した近江舞子内湖の４つの価値項目と概要

表－2　アンケート回収の結果

表－3　アンケート回答者の社会的属性
（カッコ内は全体N=226に対しての百分率）
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３．結果

（１）内湖に関係するステークホルダーの現状

　参与観察及び聞き取り調査から把握された，地域のステークホ

ルダーと近江舞子内湖周辺環境との関係を図－ 4に示した。

　近江舞子内湖は地域住民の暮らしの中で利用管理されていた歴

史的経緯を持ち，今日も住民組織である「南小松自治会」や「南

小松入会地管理会」とのつながりがある。「南小松自治会」は一

斉清掃や自然災害への対応などを中心に行っており，「南小松入

会地管理会」は，所有する松林周辺の管理や駐車場の観光利用な

どを行ってきた。行政は内湖や河川の土地所有や管理責任者とし

て，また自然公園法などの法律に基づく関わりを持っている。

　内湖周辺のヨシ地では，2004年から 2022年現在に至るまで

の 18年間にわたり市民団体「近江舞子内湖を愛する会」による

ヨシ刈りや環境整備などの保全活動が行われてきた。本団体は，

2022年時点で 70代前後の男女 35名の地域住民で構成され，

その多くは幼少期に内湖や浜で遊んだ記憶があり，かつてのよう

に生き物が豊かに生息する内湖を子どもたちに残したいとする思

いを持って活動している。しかし近年は，高齢化で野外の活動が

困難となり，現在 6～ 8名で行なっている。ただし冬季のヨシ

刈りには，地元の民間企業，漁協組合，財団などとの連携により，

多い時には約 40名の参加者が集まる。大々的な広報は行われて

いないが，個人間の情報共有によりつながりが作られてきた。ま

た本団体は，地元小学校に通う小学生を対象に，内湖やヨシに関

する環境教育を行っている。この活動は約 15年にわたって継続

されており，児童が地域の歴史や自然環境について学ぶ貴重な機

会となっている。このように，長年にわたり活動を継続してきた

市民団体を中心として，内湖をとりまく関係人口とネットワーク

が創出されてきた。

　南小松地区には他にも，様々なステークホルダーが存在する。

例えば，内湖を含む自然環境の活用や，教育活動に関する市民組

織として，転入者を中心に活動する市民団体BやNPO法人も

あり，それぞれが独自の活動を行なっている。地域住民はその属

性によって，様々なステークホルダーに所属していることから，

今後も内湖に直接的あるいは間接的に関わりを持つ，重要な位置

づけを担うことが分かった。

　また地域外の複数のステークホルダーも，直接的または間接的

に内湖に関係している。例えば近年内湖周辺にアウトドアリゾー

ト施設を開発した民間企業Dは内湖周辺に大面積の土地を所有

し，今後も宿泊施設などの開発計画があることから，内湖周辺の

環境や観光のあり方に影響を与えるステークホルダーと言える。

　このように，近江舞子内湖をとりまくステークホルダーは，地

域内外，そして官民にわたり多様な形で存在していた。一方で，

聞き取り調査の結果からは，それぞれの組織または団体間の繋が

りは未成熟であるという現状も把握された。さらに，近年の内湖

保全を担い，団体間のつながりを構築してきた市民団体の高齢化

や，転入者の参加機会の少なさが課題として挙げられた。

（２）単純集計から読み取る内湖と地域の現状

　アンケートの設問項目の一覧とそれぞれの評価方法および平均

値などを表－ 4に示した。内湖の現状の認知度を問う質問には，

現状を「知っている」または「少し知っている」と答えた回答者

は全体の約7割を超えた。ヨシ保全活動や小学校での環境教育を

行う市民団体「近江舞子内湖を愛する会」の存在について同様の

回答をした回答者は全体の約5割であった。このように地域にお

いて，内湖に対する一定の認知度が示された一方で，市民団体に

よる保全活動の情報は十分に周知されていないことも示された。

　内湖の現状に関する質問項目への回答では，内湖の訪問利用頻

度が月に1〜3回（22.2%）や半年に１回（28.7%）またはそれ

以下と低くとどまっていた（図－5）。内湖の昔の話の経験では，「聞

いたことがない」は 77.7％に及び，「よく聞いたことがある」は

2.8％にとどまった（図－6）。一方，内湖利用に関する内容の自

由記述には113件の回答があった。散歩が最も多く（N=82），釣

りや生き物観察，花見，比良山の写真撮影，清掃などが挙げられた。

　また，今後の保全を見据え，内湖周辺の地域活動への参加意欲

を問う設問では，「積極的に参加したい」もしくは「機会があれ

ば参加したい」との回答が全体の 6割を占めた。これは実際に

現在の活動に参加している数を示すものではないが，潜在的な参

加者が地域に一定数存在することが示された。

　さらに自由記述からは，内湖と地域住民の関係性が読み取れた。

かつての内湖利用が伺える記述には，「小中学校の頃に和船で内

湖に出て楽しんだ（60代）」，「ウナギやフナがよく釣れた（80
代以上）」等の遊びの記憶が複数見られた。その他魚の種名では

「ギギ」や「モロコ（ホンモコロ）」といった琵琶湖固有種や県の

レッドデータブックの記載種もあげられ，豊かな内湖生態系の記

憶が把握できた。南小松の魅力は何かという自由記述（全体の約

6割からの回答）には，自然の豊かさや景観の美しさ，湖と山の

近さに関する多数の記述があった。具体的な記述としては，「内

湖からみる比良山系は本当に四季折々に素晴らしい景観」や，「内

湖に映る比良山の山脈が見たくて訪問」などがあり，内湖を含め

た自然環境を地域の魅力として捉えられている様子が示されてい

図－4　近江舞子に関連するステークホルダーの整理

表－4　アンケート設問項目ごとの評価方法と集計結果
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た。また，今後に向けた課題としては，「環境保全などは新しい

住民でも参加できる活動があると良い」，「自治会への入会者を増

やしていく取組みが必要」等の記述から，今後の保全体制や地域

づくりに関心が寄せられていることがうかがえた。

（３）説明変数間のカイ二乗検定

　内湖に対する意識や価値認識の解析を行うにあたり，説明変数

間でのカイ二乗検定と残差分析を行った。カイ二乗検定の結果を

表－5に，残差分析の一例を表－6に示した。ただし表－5では，

有意な関係が見られた組み合わせのみを示す。なお，検定実施の

際には評価段階を統合した部分があり，その段階を表－ 4に示

した。例えば，年齢では30代以下の回答者を40代と合わせて「40
代以下」とし，以降の検定を行った。

　この分析により，複数の説明変数間に相関がみられた。例え

ば，内湖の利用頻度は全体的に低いことが分かったが（図－ 5），
分析によると自治会外で有意に利用頻度が高かった。自由記述欄

に利用内容を記入した回答者の割合も，自治会（36.4%）と自

治会外（64.8%）で大きな差が見られた。年齢と居住エリア（自

治会内外）に有意な相関があったが，年齢と利用頻度の間には相

関が見られなかったことから，自治会外すなわち転入者の多くは

南小松地域の環境を好んで住まいを移してきており，それが浜や

内湖周辺の利用につながっていると判断できる。実際に，転入者

の自由記述欄には，南小松の魅力として「自然が豊かに残ってい

るところ」や「風光明媚」といった記述が多くみられた。

　また現在の地域活動への参加度は，先代以前から居住している

かUターンしてきた者（表－ 7），あるいは自治会に加入してい

る回答者ほど，高い傾向にあった。自然環境の管理という慣習が

古くからの集落で引き継がれていることが示唆される一方で，自

治会外や転入者の中では利用頻度が高いものの管理に携わる機会

が少ないことが示された。

　近くの自然資源の利用頻度では，自治会未加入や転入者の方が，

より山と琵琶湖を頻繁に利用していることが示された。川のみ，

自治会内で有意に利用頻度が高かった。また，近くの自然資源を

利用する回答者ほど，今後の地域活動の継続に前向きな意識を持

つことも分かった。自治会内外で有意な差は見られなかったもの

の，身近な自然資源を利用する自治会未加入者は，地域活動に積

極的であることが読み取れた。

（４）地域住民の内湖に対する意識

　回答者の属性や地域に対する意識と内湖に対する意識の関係を

表－ 8に示した。

　内湖の現状は，全体の 7割以上に一定の認知度が見られたが，

その中でも高齢か，内湖の利用頻度が高い，あるいは内湖の昔

の話を聞いたことがある回答者において認知度が高い傾向があっ

た。認知の度合いでは，男性は「知っている」，女性は「少し知っ

ている」と回答する傾向にあった。認知内容を具体的に聞いたと

ころ，住民が内湖の問題と捉えている事項（図－7）では「ゴミ

の投棄」などの回答が最も多く（N=99），これは長年課題とされ

ている内湖や水泳場の利用者によるマナー問題を反映したものと

なった。それに対し，「ヨシの減少」や「ヤナギの増加」の回答数

は少なかった。一方，内湖に必要と考える管理・整備について（図

－8）は，「ヨシ刈り・ヤナギの除去」（N=117）や「定期的な浚渫」

（N=114），「遊歩道の整備」（N=100）などの回答数が多かった。

表－5　社会的属性を含む説明変数間の関係（カイ二乗検定の結果）

図－5　内湖の訪問利用頻度（N=216）

図－6　内湖の昔の話の経験（N=211）

表－8　内湖に関する意識と説明変数の関係（カイ二乗検定の結果）

表－7　現在の地域活動への参加度と居住歴の関係（残差分析の結果）

表－6　今後の地域活動への参加意欲と説明変数間の関係
（Fisherの正確確率検定の結果）
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　市民団体「近江舞子内湖を愛する会」の活動では，先代以前か

ら住んでいるほど，自治会加入者ほど，2〜 3世代同居ほど，内

湖の昔の話を聞いたことがある回答者ほどより高い認知度を示し

た。なお年齢との相関も有意に出たが，80代が最も認知度が高

い一方で 70代が最も認知度が低かったため，直線的な相関とは

言えなかった。一定の認知度は見られたものの「知らない」との

回答が 4割を占めていたことや，「内湖をはじめとする南小松地

区の詳細な現状を知らないため情報がほしい」という自由記述は，

聞き取りから把握されたような，地域全体で活動の情報共有が十

分に行われていない現状と一致する結果となった。

　内湖に関する地域活動への参加意欲は 40代が特に高いという

結果が出たが，年代と参加意欲の間には相関が見られなかった。

地域に関心のある 40代が回答し，偏りが生じたと考えられる。

また，内湖や琵琶湖，居住近くの山の利用頻度が高いほど，今後

の地域活動をより必要・現状維持と答えた回答者ほど，市民団体

の活動を知っていると答えた回答者ほど，高い参加意欲を示した。

（５）地域住民の内湖に対する価値認識　

　内湖の4つの価値について5段階での重要視評価を求めた結果

を表－4に示した。平均値の高い順に見ると，景観としての価値

が最も高く評価され（平均値4.39），次いで生態系（4.27），文化・

教育（3.94）と続き，経済・産業にとっての価値が最も低い評価

となった（3.33）。4つの価値に対して今後どの程度利用と保全

を推進すべきかという問いでは，価値によって差はあったものの，

ほとんどの住民が利用保全を望んでいた。中でも生態系的価値の

利用保全が最も高く望まれ（平均値 4.34），次いで景観（4.31），
文化・教育（3.99），経済・産業（3.30）であった。これらの集計

結果から，価値によっては回答者間で意見が分かれる傾向にある

ことも読み取れた。そのため，次に詳細な属性別の傾向を分析した。

表－ 9に，内湖の 4つの価値に対する認識と説明変数の関係を

示す。内湖の 4つの価値を評価した結果である「価値の重要度」

と内湖の「利用保全の推進」では，有意差が認められる項目が複

数重なっていたが，利用保全の推進に対する回答の方がより属性

ごとの意識が異なっていた。

　「景観としての価値」は，住民間で属性に関係なく広く評価さ

れたことから，地域における共通認識であることが分かった。「生

態系としての価値」も広く評価を集めていたが，特に自治会に加

入していない回答者，つまり転入者の方が生態系的価値の利用保

全に積極的である傾向が見られた。

　「文化・教育にとっての価値」では，昔からの自治会に未加入

の回答者ほど価値を高く評価する傾向にあり，利用保全に関して

は女性，40代，2〜 3世代同居の世帯ほど積極的であった。相

関のあった属性を見ると，地域に転入してきた，幼い子どもを持

つ家族世帯によって支持されていることが分かる。

　「経済・産業にとっての価値」では，昔からの自治会に加入し

ているか，南小松地区へUターンをしてきた回答者ほど，その

利用保全に積極的であった。年齢が高く居住歴も長い，内湖の昔

の話や市民団体を知っている回答者も，この価値を評価する傾向

にあった。この背景として，地域住民が自然資源を経済・産業の

基盤として利用し，内湖周辺を地域の入会地として管理してきた

歴史的経緯を，これらの回答者が認識していることなどが考えら

れる。このように地域住民の属性によって，４つの価値に対する

認識が異なることが把握された。

　内湖に関する活動への参加意欲と価値認識の関係では，「生態

系，文化・教育，経済・産業」の価値を重視する回答者ほど意欲

が高い傾向にあった。このことから内湖の価値を共有し，強く認

識することが，住民の参加意欲の醸成に繋がることが示された。

４．考察

（１）内湖に関係するステークホルダーの連携

　近江舞子内湖及び周辺地域において，土地所有や管理，観光利

用には，主に行政や地元の自治会，入会地管理会などが関わり，

ヨシ刈り等の内湖保全や環境教育には，市民団体「近江舞子内湖

を愛する会」にはじまり，多様な団体が関わっていた（図－ 4）。
地域のステークホルダーは単独での活動がほとんどであったが，

「近江舞子内湖を愛する会」はステークホルダー間でのネットワー

クを構築していた。このことから地域において市民団体による継

続的な活動基盤があり，その情報が伝達された場合に，ステーク

ホルダー間のつながりが構築されることが明らかとなった。

　団体間の協力体制が可視化された一方で，「近江舞子内湖を愛

する会」に対する認知度は，特に自治会未加入者や転入者の中で

低く，地域活動に積極的なステークホルダーとのつながりが不十

分であった。また，内湖の昔の話を聞いたことがない人がほとん

どであり，内湖の生態系の変化や文化的な意義を共有できていな

い実態があった。地域に関する歴史等の情報は，地域への関心を

促す重要な要素とされており
21），ステークホルダー間の共通認

表－9　内湖の4つの価値に対する認識と説明変数の関係
（Fisherの正確確率検定の結果）

図－7　内湖周辺に存在すると考える問題例（N=190，複数回答）

図－8　内湖に必要と考える管理・整備例（N=202，複数回答）
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識の形成にとって不可欠となる。また，既存研究 22）では，今後

の連携が期待される「潜在的なつながり」から，地域活動の目的

やテーマを見出すことができるとし，その際は地域の既存のつな

がりを認識した情報共有が重要であると指摘されている。本研究

においては，既存の自治会組織との関わりが希薄な転入者が，今

後の内湖での市民活動を考える上で重要な役割を果たすことが示

唆された。今日，高齢化などによる市民活動の継続性や，自治会

未加入者の増加など住民間のつながりの希薄化が課題となるな

か，内湖や各ステークホルダーの役割等の情報共有を行い，実際

の活動に結びつけていく必要がある。そのためには，内湖という

現場における自然再生や活用を通して地域及びステークホルダー

間のゆるやかな連携を深めるための，プラットフォームの構築が

期待される。

（２）属性ごとにみた地域住民の価値認識

　アンケート調査の結果から，ほとんどの住民が内湖の利用や保

全の必要性を理解し，属性に関係なく「景観としての価値」が重

要であると認識していることが明らかになった。自由記述からも，

近江舞子の景観の特徴や美しさが地域の魅力につながっているこ

とが示された。このことから景観の保全と創出が，内湖保全への

住民参加の入り口となり，「景観としての価値」が多様なステー

クホルダーをつなぐキーワードになることが示唆された。

　一方，「生態系」，「文化・教育」，「経済・産業」に対する価値

認識は，属性により異なっていた。その中でも経済的価値は，代々

地域に暮らす住民やUターン者から評価を受ける傾向が見られ

た。この背景には，長年にわたり自治会や入会地管理会を通した

関わりを持ってきた住民が，内湖を持続的に利用・管理するため

には，資金など経済的な側面への考慮が必要であると認識してい

ることが考えられる。今後の課題を問う自由記述においても，「防

災活動も環境保全においても，ボランティアに頼っている部分が

多く，これにも限界がある。国・県・市からの予算を調達して政

策として推進していくことも必要かと思う。」や，「自然環境と経

済活動が両立できるよう国や自治体の積極的な支援を望む。」な

どの記述が見られた。住民や団体間での合意形成に向けた働きか

けをする際には，こうした認識の違いを踏まえたきめ細やかなア

プローチが肝要となる。「景観としての価値」をきっかけに，転

入者を含めた住民全体が地域に関心を持って関わることで，居住

歴の長い住民の記憶と経験を共有し，「生態系」，「文化・教育」，「経

済・産業」の価値を相互に認識し，高め合う取組みが進展される

ことも考えられる。

　また，図－ 7，8で示したように，直面する重要課題としては

ゴミ問題に多くの認識が集まる一方で，将来の内湖にはヨシ刈

り・ヤナギの除去が必要という回答が最も多かった。こうした結

果は，２つの設問の意図の違いによって生じており，住民が日々

感じている課題認識と将来的に必要性を感じる整備は必ずしも同

じではないことを示唆している。今日の課題認識と将来シナリオ

では，住民が重点を置く項目が異なることが予想され，内湖のあ

り方を議論する上では時間軸を明確化することが重要となる。ま

た既存研究
13）では，内湖の将来シナリオへの意見の違いをもた

らす回答者の属性が「職業」であったことが明らかにされている

が，本研究では自治会との関わりや転入者かどうかという属性に

より，内湖の価値認識の相違が大きく表れることが示された。な

お近江舞子内湖周辺には水泳場や宿泊施設が立地し，今回の聞き

取り調査では，これらの琵琶湖や内湖に関わる職業の住民が存在

することが把握された。そのため「職業」が内湖の価値認識に影

響を与える可能性があるとする観点を，今後の分析に含めること

が課題となる。住民の属性や価値認識を様々な側面から多角的に

把握するとともに，組織や団体間の連携を通して課題を共有し，

内湖の将来シナリオの検討を進めることが求められる。
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